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　福島病院では「『納得の医療』で地域や社会に貢献」を理念として掲げ、職員一同、●人間として対等な患者さんの目線
に立ち、●分かり易い説明を行い、同意を得た上で、●安全・安心で質の高い、患者さんやご家族を始め、地域社会の方々、
勿論病院職員など誰にでも納得していただける医療の提供を常に心掛けております。
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第10回福島病院祭
「心をひとつに～新たな風に乗って、希望の明日へ～」

病院祭実行委員会事務局（管理課庶務係）　齊 藤 直 美
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　今年の福島病院祭は 10 月７日（土）に開催されまし
た。
　毎年屋外で開催していましたが、昨年開始早々大雨が
降って、急遽屋内で実施することになった経験を活かし、
また、今年は開催 10 回目の節目の年でもあるので、テー
マどおり新たな挑戦として、全てのイベントを屋内で開
催いたしました。
　氏家院長による開会あいさつ、今年期待の新人、成田
契約係と二藤部指導員による開会宣言後、いよいよイベ
ントが始まりました。廊下には、トン珍（焼きそば等）・
玉木屋パン・橋本農園（果物）等の販売コーナーが並び、

外来にはアロマハンドマッサージや顕微鏡等の体験コー
ナーや水ヨーヨーや綿あめ等の無料コーナーが設置さ
れ、賑やかな雰囲気に包まれました。また、体験コーナー
はスタンプラリーになっており、小さなお子様からご年
配の方まで楽しんでいただいている様子が伺えました。
　当院で一番広い中央廊下に設置したステージでは、フ
ラハーラウ オ ラーヒキさんによるハワイの風を漂わせ
るようなフラダンスから始まり、口笛世界大会（女性の
部）で日本初の２連覇を果たした高木満理子さんの口笛
ショー、福島県マスコットのキビタンによるキビタン体
操、劇団赤いトマトさんによる人形劇、最後は須賀川桐
陽高等学校音楽部さんによる吹奏楽の演奏で大いに会場
を盛り上げていただきました。
　また、今年も昨年同様、看護学生がボランティアとし
て協力していただき、今年は１年生 32 名が入院患者さ
んの移動支援や、各種催し物の補助役などで活躍してい
ただきました。
　テーマどおり会場にいた皆が心をひとつにし、希望の
明日への活力となった素晴らしい病院祭を開催すること
ができました。ご協力いただいた皆様、本当にありがと
うございました。フラハーラウ オ ラーヒキのみなさん。とても素敵なフラダンスを披露していただきました。
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須賀川桐陽高校音楽部のみなさん。今年は、部員
全員での参加で素晴らしい楽曲を奏でてくれまし
た。

今年も福島県マスコットキャラクター「キビタン」
とお姉さんが来てくれました。

アロマの香りに包まれ、癒しの世界へ。ハンド
マッサージは、子供から高齢者まで大好評でした。

最後はみんなで集合写真。「心をひとつに～はい、ポーズ！」

重症心身障害児（者）病棟の訪問もしてくれまし
た。「キビタン会いたかったよ～はい、タッチ！」

今年もキッズコーナーは大人気。「水ヨーヨーと
れたよ～」家族と一緒に楽しい時間を過ごしてい
ました。

「顕微鏡を覗くと何が見える？」「すごい、きれい
～！」塩の結晶でした。どの体験コーナーも大盛
況でした。

劇団赤いトマトさんによる、躍動感のある人形劇
に観客の子供達は大喜びでした。

期待の新人、成田契約係と二藤部指導員による開
会宣言。「福島病院祭、はじまるよ～！！」

口笛世界大会（女性の部）で日本初２連覇を果た
した、高木満理子さん。素敵な口笛を披露してい
ただきました。

福
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　10 月 31 日（火）に、患者さんがいつもと違う雰囲
気を感じていただきたいと思いハロウィンの仮装をする
ことにしました。目覚めた時から通常とは違うことを感
じてもらおうと、深夜勤務者から仮装し、日勤帯でも全
員がカチューシャやマント、帽子、しっぽなどを着用し、
猫や魔女、小悪魔やカボチャのおばけなどに変身しまし
た。スタッフはいつもと違う華やかな雰囲気になり、自
然と気持ちが高揚し、それを見ている患者さんもいつも
と違う雰囲気にそわそわし、じっとスタッフを見つめて
いる方もいまいた。
　当日は病棟のプレイルームに保育士たちが飾り付け
し、廊下にはハロウィンのパーテーションを飾りつけま
した。患者さんにはストレスにならない程度に仮装をし
ていただき、猫やお化け、魔女に変身してもらいハロウィ
ン福笑いやボールキャッチなどレクリエーションを楽し
んでもらい、ハロウィンならではの雰囲気を感じてもら
えたと思います。入浴日でしたが、仮装したまま介助を
し、患者さん・スタッフともども皆がにこやかに過ごし

た一日でした。
　入所している患者さん達にとって病棟は日常を過ご
す生活の場であり、家でもあります。毎日過ごす中で 1
年間の四季のうつろいや、季節折々のイベントを体感し
ていただき、日々の療養生活の中の楽しみにしていただ
ければと思っています。これからも、四季折々の季節を
楽しんでいただけるようにスタッフ皆で工夫していきた
いと思います。

人事のご案内職 員 紹 介

神経内科医長
根 本 和 夫 （ねもと　かずお）

●出身地：相馬市
●所属：神経内科
●趣味：温泉宿巡り、図書館通い

●コメント：
　ご縁あり先月から当院で働かせいただいております。
10年前に既にライフチェンジした身ですので戦力とし
ては疑問ですが、神経難病病棟の立ち上げに加われます
ことを嬉しく思っております。また須賀川のDNAがウ
ルトラマン位に入っている為、懐かしい様な気持ちで坂
の街を歩き回っております。

看護部だより
６病棟　看護師　大 谷 美 香

６病棟でハロウィンの仮装を行って
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　10 月 20 日（金）、東京ディズニーリゾート・アンバ
サダーの福本望さんとミッキーマウス、ミニーマウスが
当院重症心身障害病棟を訪問してくださいました。今回
は 1991 年以来の訪問です。東京ディズニーリゾート・
アンバサダーとは、東京ディズニーリゾートを代表する
親善大使のことで、今回の活動は、病気や障害の為、直
接東京ディズニーリゾートに行けない方々に対してディ
ズニーキャラクターたちとともに施設や病院を訪問し、
楽しい夢を届けることを目的としています。
　当日は、ディズニーの皆さんに喜んでもらおうと、ディ
ズニーキャラクターの服を着たり、キャラクターの帽子
やタオル、ひざ掛けを持って会場の療育訓練室へ移動。
元気よく３人が登場するとイベントムード一色に。ミッ
キーとミニーは「イッツ・ア・スモールワールド」の曲
に合わせてダンスを披露してくださいました。その後は、
一人ひとりと握手や鼻と鼻を触れ合わせる挨拶をしても
らい、友情の印としてサインの入ったファンカードをい
ただきました。ミッキーやミニーを一生懸命目で追う方、
驚いた表情を浮かべる方、落ち着かない様子で自分の順
番を待つ方、積極的に手や足を伸ばしてみる方、様々な

姿が見られました。また、ディズニーキャラクターの帽
子やひざ掛けなどにミッキーもミニーも気づいて声をか
けてくれる場面があり私たちと患者さんたちのアピール
作戦は大成功でした。
　病棟では学校生徒さんが先生と一緒に３人を待ち伏
せ。いつもと違う雰囲気にわくわくドキドキしているの
が伝わってきました。ミッキー、ミニーの登場に大興奮
の様子でした。一日中沢山の笑顔がはじけ、夢のような
時間を過ごすことができました。ありがとうございまし
た。

療育だより
療育指導室　児童指導員　二藤部 菜 実

東京ディズニーリゾート・アンバサダーが福島病院にやってきました！
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　９月 27 日 ( 水 ) に今年度３回目のバスハイキングを
実施しました。今回の行先は、今年初めての岩瀬牧場。
参加した患者さんは３病棟４名、５病棟３名、６病棟１
名、そして患者さんのご家族 10 名と職員９名の計 27
名で秋の牧場を楽しみました。患者さんたちはバスハイ
キングの数日前から「どんな動物に会えるのかな？」、「岩
瀬牧場でアイスクリームを食べたい」と、この日を大変
心待ちにしていたようです。
　出発するまでは当日の天気が心配されましたが、幸い
天候にも恵まれ、爽やかな秋風の吹く中、牧場での散策
を楽しむことができました。患者さんたちが馬やヤギ、
羊などの動物たちを間近にし、満面の笑みを浮かべる患
者さんや動物たちの生き生きとした表情を写真に収めよ
うと必死にカメラのシャッターを押す患者さんの姿も見
られました。
　その後の休憩では、患者さんたちがご家族と一緒に岩

　10 月 18 日（水）に重症心身障害児（者）病棟で「ミュー
ジック・シェアリング訪問コンサート秋の部」では沢井
一恵さんと５名の演者さんをお迎えして箏の演奏をして
いただきました。沢井先生は箏の歴史を変えた偉大な宮
城道雄さんに幼いころから箏を習い東京藝術大学で勉強
し、世界的にも活躍されている箏演奏者です。
　最初は沢井先生一人で演奏し、その後６人の演奏と続
きました。一人で奏でる箏の美しい音色にうっとりした
気持ちになり、６名での演奏はいつもの箏のイメージか
らは想像できない迫力に圧倒されていました。
　箏の演奏を生でお聞きするだけでなく、今回は実際に
箏にふれさせていただくこともできました。患者さんの
車椅子の肘掛け部分に箏をのせることにより、手もとに
箏を持ってくることができ普段は自ら手を伸ばさない患
者さんも手を伸ばし箏にふれている場面も。ひとりでも
多くの患者さんにふれていただきたいという沢井さんの
思いで、多くの患者さんが箏に触れ実際に音を出すこと
ができました。指が弦に触れた時の刺激は今までに感じ
たことのないもので、患者さんの中には沢井先生に箏爪

瀬牧場自家製のアイスクリームを堪能していました。普
段なかなか口にすることのできない冷たい感触に驚いた
表情を見せる患者さん、美味しそうにアイスクリームを
頬張る患者さんなど。病院内では経験できないことだか
らこそ見られる表情も印象的でしたが、やはりご家族と
一緒に楽しむ時間や空間だからこそ、患者さんにとって
はとても特別な時間になるのだと改めて実感した一日で
した。

をつけてもらいセッションを楽しんだ方もいらっしゃい
ました。さくらさくらの合奏では箏の音色とみんなの声
が会場に響き渡り鳥肌の立つ素晴らしい１曲となりまし
た。患者さんたちにとって目で見て耳で聴くだけでなく
身体で実際に感じることのできた貴重な時間となったよ
うです。

療育だより

療育だより

療育指導室　保育士　小 室 美 佳

　療育指導室　保育士　鈴 木 遥 香

バスハイキング ～秋の岩瀬牧場を散策して～

ミュージック・シェアリング秋の部～箏の演奏会～
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　今年度も華翔祭にご来場いただき、ありがとうござい
ました。今年のテーマは「結（ゆい）～人や様々なもの
との縁やつながりを大切に～」でした。各学年で協力し、
地域の方々に楽しんでもらえるように取り組みました。
今年は初の試みとして、ボランティアの方によるバルー
ンアートを行いました。犬やキリンなど様々なバルーン
アートは、親子連れの方に特に好評でした。また、去年
とは内容を新たに車いす体験などの看護体験に行った
り、模擬店に新メニューを加えたり、校内の装飾も、子

　私たち 14 回生は、11月２日（木）、無事に誓いの式を
終えることができました。私たちは昼休みや空いた時間
を活用して「ナイチンゲール誓詞」や合唱曲「365 日の紙
飛行機」を練習してきました。練習を始めて間もない頃は、
声量が不十分であったり、タイミングが合わなかったりと、
課題となることが多数ありました。しかし、練習を重ねて
いくうちに、クラス全員が誓いの式を思い出に残るよう
な式にしようとする意志が強くみられるようになり、クラ
スが一丸となっていきました。そして式当日では、たくさ
んの方々に見守られる中で、堂々と「ナイチンゲール誓詞」
を唱え、14 回生 32 名全員が看護師になることを誓うこ
とができました。誓ったことで、看護師になることへの覚
悟と気合いを再認識し、これからの学校生活を送るにあ
たっての活力になりました。入学して半年が経ち、まだま
だ私たちには学ばなければならないことが沢山あります。
学ぶにあたって、自信に繋がることもあれば、辛くくじけ
そうなときも多々あると思います。それでも私たちは、自
分の理想の看護師像を実現させるために、一歩一歩前に
進んでいこうと思います。

看護学校だより

看護学校だより

華翔祭を開催いたしました

誓いの式を終えて

附属看護学校　13回生　新 納 穂 香

附属看護学校　14回生　渡 邊 綺 音

供さんたち向けに工夫しました。来場して下さった方々
からは、「楽しかった」「美味しかった」などというあり
がたい言葉をたくさん頂きました。今年は 275 名とい
う大勢の方にご来場いただき、アンケート調査でも「満
足だった」という意見を多数いただきました。学生一同
頑張った甲斐もあり、とても充実した思いで華翔祭を終
えることができました。これからも皆様に来ていただけ
るように学生全員で努力していきたいと思います。
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健康プラザ 当院RST活動の紹介 ～チームの一員として～
リハビリテーション科　理学療法士　橋 本 絵 美

　たんぽぽ保育園では、防災訓練を毎月実施しています。
　10 月の訓練では須賀川消防本部の消防士さんにお越
しいただき、避難誘導の他、消火訓練、防災に関する
DVD アニメ鑑賞なども行いました。
　この日は少し肌寒い日でしたが、園児達は保育士の指
示どおり、上着を着て園庭に避難し、保育士は園児達を
迅速に安全な場所へ誘導していました。消防士さんから
は「避難誘導や連絡が良くできています」とお褒めの言
葉をいただきました。
　その後、園庭で「せんせいー！がんばれー！」と園児
達の声援の中、保育士が消火器を使っての消火訓練を行
いました。DVD 鑑賞ではみんな真剣なまなざしで見入
り、その後の消防士さんからのお話にもしっかりと耳を
傾けていました。
　訓練終了後は、記念撮影を行い、園児と消防士さんが
消防車をバックにしてカメラに収まりました。

　当院には RST（Respiratory Support Team）といっ
た医師、看護師、臨床工学技士、理学療法士、放射線技
師、栄養士、療育指導員等により構成される呼吸サポー
トチームがあります。RST は呼吸器疾患により呼吸が
うまくできない患者さんや、人工呼吸器を装着した患者
さんを対象に、病棟を回診し、適切な人工呼吸器の設定
となっているか、安全管理が守られているか、人工呼吸
器関連の合併症予防が適切に行われているかを確認する
ことや、看護ケアの中で発生した問題点について確認し、
チーム各々の専門的な知識を持ちより改善策をあげ、現
場に提言していくことで院内における呼吸療法が安全で
効果的に行われるようサポートするチームのことです。
また臨床現場の職員を対象に「人工呼吸器がわかる勉強
会」と題して、呼吸生理や呼吸器疾患の病態把握につい
て定期的な勉強会を開催しており、職員全体で知識や技
術の向上に努めております。

　呼吸器疾患の患者さんはベッド臥床で過ごすことが多
く、安静による痰の貯留や、筋力低下、関節拘縮の発生
が考えられ、理学療法士としてはこれらの予防のため離
床を促すこと、喀痰しやすい姿勢の管理、体力向上や身
体の柔軟性の改善を行っています。今後も患者さんの病
態を的確に把握し、患者さんが安心・安楽に過ごせるよ
う積極的に RST 活動に参加して参ります。

管理課　庶務係　齊 藤 直 美
防災訓練　～院内たんぽぽ保育園編～



至仙台
至郡山

国道 118 号

至仙台
至郡山

東
北
自
動
車
道

国
道
４
号

須
賀
川
I.C.

●
大
桑
原
つ
つ
じ
園

●卸センター

●
第二小学校

●市民スポーツ広場

●商工会議所

●メガステージ

須賀川
牡丹園●

翠ヶ丘公園

釈迦堂川

未来大橋

東部環状線

須賀川駅

郵便局●

●市役所跡地

●税務署

●須賀川アリーナ

●文化センター
●JT

福島病院上北町
婦人服タイヨー前

愛宕下
美容室イングス前

中町
ホテル
ウィング前

旧ベニマル前
須賀川市役所西側

東北電力前

ベニマル前

東邦銀行手前

ダイユー
エイト前

●
警
察
署

無料巡回バス路線

無料巡回バス停

須賀川駅

福島病院前
バス停

ハローワーク●

須賀川高校前

独立行政法人国立病院機構
Fukushima National Hospital福島病院 〒962－8507　福島県須賀川市芦田塚13番地

☎0248－75－2131（代表）

ht tp :// fukush ima-hosp.com/
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●編集後記●
　今年も残すところあとわずかとなりました。師走も近く、忙しい時期
であるとともに、寒くなり体調を崩しやすい季節でもあります。手洗い・
うがいを忘れずに、睡眠・栄養を十分に摂って、今年を乗り切り、よい
新年を迎えたいものですね。　　　　　　　　　　　　　（編集委員Ｈ）

●外来担当医表● 外来担当医は都合により変更となる場合がありますので、ご了承ください。
【平成29年11月1日より】

※神経内科、小児神経外科、小児心療内科は再来のみとなります。
※大戸斉先生の診療日についてはお問い合わせください。
●外来受付時間は8：30 ～ 11：00までです。急患については

随時受付いたします。
●外来担当医表は平成29年11月1日時点のものです。その後担当

医が変更になっている場合もありますので、当院ホームページ、
院内掲示等をご確認下さい。

区 分 月 火 水 木 金

内 科 １ 安 田 千 尋 安 田 千 尋 小 杉 　 茂 大 戸 　 斉 ※ 安 田 千 尋

内 科 ２ 佐 藤 由 紀 夫
（第１・３） 山 根 完 二

検 査 安 田 千 尋

神 経 内 科 熊　谷　智　広
（第３）※再来のみ 根　本　和　夫（予約制）

小 児 科 石井　勉（2・4）
福 島 医 大

氏 家 二 郎
石 井 　 勉 廣 瀬 千 穂 氏 家 二 郎

福 島 医 大 河 原 田　 勉

専 門 外 来
（発達小児クリニック）

氏 家 二 郎
石 井 　 勉 河 原 田　 勉

専 門 外 来
（ 小 児 神 経 外 来 ）

平 山 恒 憲
（第２）

石井希代子（1・3・5）
加 藤 朝 子（2・4）

専 門 外 来
（ 小 児 循 環 器 外 来 ）

桃 井 伸 緒
（第２・４）

小 児 専 門 外 来 予 防 接 種
（午後）

予 防 接 種
（午前・午後）

整 形 外 科 古川　浩三郎（予約制）

小 児 外 科 清 水 裕 史
（第１・３）

山 下 方 俊
（第２・４）

小 児 心 療 内 科 星 野 仁 彦
（月１回）

脳 神 経 外 科 福 島 医 大
（第２・４）

●４月から専用ダイヤルができました●
診療のお問い合わせ・ご相談 （月～金   8:30 ～ 17:15）
診 療 の 予 約 ・ 変 更 等 （月～金 13:00 ～ 17:00）
専用ダイヤル　０２４８－７５－２２５９


